
山口市ホストタウンの取り組み　
■ 平成 29 年度まちづくりの取り組み状況
■ 山口市の財政状況を公表します
■ 市政トピックス
■ 県央連携都市圏域の情報を紹介「山口ゆめ回廊」
■ イラストでわかる維新志士
■ 未来の図書館をつくる
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スペインを応援しよう
山口市ホストタウンの取り組み
今回の特集は、本市と歴史的に縁の深いスペ
インとの交流事業についてご紹介します。

国際交流課 ☎ 083-934-2725

■
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
経
緯

年
・
月
日

内
容

平
成
28（
２
０
１
６
）年

６
月
14
日

山
口
県
、
山
口
市

が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
登
録

平
成
28（
２
０
１
６
）年

12
月
９
日

宇
部
市
が
加
わ
り

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

登
録

平
成
29（
２
０
１
７
）年

２
月
20
日

ス
ペ
イ
ン
王
立
水

泳
連
盟
と
、
山
口

市
で
事
前
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
す
る
旨

の
覚
書
を
締
結

平
成
29（
２
０
１
７
）年

11
月
３
日
～
12
日

競
泳
の
代
表
チ
ー

ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
を
試

験
的
に
受
け
入
れ

平
成
30（
２
０
１
８
）年

２
月
６
日

ス
ペ
イ
ン
王
立
水

泳
連
盟
と
山
口
市

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
実
施

に
関
す
る
協
定
書

を
締
結

【
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
】

２
０
２
０
東
京
五
輪
の
開
催
に
向
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
推
進
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
振
興
等
に
資
す

る
観
点
か
ら
、
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・

文
化
的
な
相
互
交
流
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

平成 29 年 2 月、キャンプ地誘致に
関してスペイン王立水泳連盟と覚書
を締結した。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け

て
、
山
口
県
・
山
口
市
・
宇
部
市
は
、
平

成
28
年
度
に
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
人
的
・
経

済
的・文
化
的
な
相
互
交
流
を
進
め
る
「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
年
2
月
に
ス
ペ
イ
ン
王
立

水
泳
連
盟
と
協
定
を
締
結
し
、
競
泳
、
ア
ー

テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
、
水
球
競
技

に
つ
い
て
、
代
表
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
代
表

チ
ー
ム
の
滞
在
期
間
中
に
は
、
山
口
の
観
光

地
め
ぐ
り
や
市
民
と
の
交
流
事
業
を
行
い
、

相
互
理
解
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
交
流
員
を
配
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
紹
介
す

る
文
化
交
流
や
、
国
際
会
議
「
第
20
回
日

本・ス
ペ
イ
ン・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
誘
致・

開
催
す
る
な
ど
、
経
済
交
流
の
促
進
等
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
へ
向
け
た

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み

アーティスティックスイミング・スペイン代表チーム
のトレーニングキャンプの期間中に、市内観光を楽し
む選手団と大学生ボランティアの皆さん（本年４月）

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

２
０
２
０
東
京
五
輪
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
9
月
に
、
国
が
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
財
政
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー

ム
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

問   
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パンプローナ市ってどんなまち？　
パンプローナ市
は、 紀 元 前 74
年、バスク先住
民の拠点町「イ
ルニャ」（ＩＲＵ～

ＮＡ）にローマ
の支配者ポンペ
イヨが創設した都市です。スペイン北部、フ
ランスとの国境沿いにそびえるピレネー山脈
の麓にあり、ナバラ州の州都で政治・経済・
文化の中心地です。

　

昨
年
11
月
に
競
泳
の
ス
ペ
イ
ン
代
表

チ
ー
ム
が
、
今
年
4
月
に
は
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
の
ス
ペ
イ
ン

代
表
チ
ー
ム
が
本
市
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
、
滞
在
中
は
、
水

泳
教
室
を
は
じ
め
、
小
学
校
で
交
流
活

■ ハビエル城 C
カ ス テ ィ ジ ョ
ASTILLO D

デ
E J

ハ ビ エ ル
AVIER

1549 年に来日したフランシスコ・サビエル
の 生 家。 平 成
３年に消失し
た旧サビエル
記 念 聖 堂 は、
この城を模し
て建てられま
した。
記録によるとサビエルは、山口での滞在を「人
生で最も有意義な時間」と高く評価していた
そうです。

　

本
市
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
つ
な
が
り
は
、

室
町
時
代
に
山
口
の
町
を
本
拠
に
中
国

地
方
西
部
一
帯
に
大
き
な
勢
力
を
も
っ

た
大
内
義
隆
が
、
山
口
を
訪
れ
た
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
サ
ビ
エ
ル
に
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
を
許
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
か
ら
、
本
市

は
、昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
2
月
に
、

サ
ビ
エ
ル
の
故
郷
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
北

部
に
位
置
す
る
ナ
バ
ラ
州
パ
ン
プ
ロ
ー

ナ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
市
民

に
よ
る
文
化
交
流
等
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
活
動
を
契
機

に
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
交
流
を
促
進
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
経
済
や
文
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
相
互
交
流

が
さ
ら
に
深
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
と
山
口

と
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
と
の

市
民
交
流

フランス

マドリード
●

スペイン
地中海

ポ
ル
ト
ガ
ル

★

パンプローナ

①今年 4 月に阿知須で行われたアー
ティスティックスイミングの練習の
様子、②阿知須小学校で行われたス
ペイン選手と児童との交流事業の様
子、③スペイン選手が山口市菜香亭で
着物着付け体験を行ったときの様子

■ やまぐち公園 P
パ ル ケ
ARQUE Y

ヤ マ グ チ
AMAGUCHI

山口市との姉妹都市提携を契機に、中心市
街地の南東部に整備された公園。面積は約
80,000㎡。平成 8 年に姉妹都市提携 15 周年
を迎えた時に、山口市から派遣した造園技師
が現地で指導
し、平成 9 年、
滝・あずまや・
洲浜を配した
日 本 庭 園（ 面
積約 6,000㎡）
が完成しまし
た。 公 園 敷 地
内にある州立
のやまぐち図
書 館 で は、 日
本文化が紹介
されています。

（写真上）やまぐち公園の外観。（写真下）やまぐち図
書館では、スペインとの友好交流に取り組む市民団体

「山口スペイン・ナバラの会」からパンプローナ市へ贈
呈された紙芝居が活用されている。

動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

4
月
21
日
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
の
集
大
成

と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
・
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
の
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
も
開
催
し
、
多
く
の
市
民
に
世

界
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
演

技
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
11
月
下
旬
か
ら
は
競
泳
チ
ー

ム
が
、
ま
た
、
来
年
も
夏
季
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
選
手
と
市
民
と

の
交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
に
関

心
を
持
ち
、
２
０
２
０
東
京
五
輪
に
向

け
て
、
水
泳
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
を

応
援
す
る
機
運
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

１

2

3

姉妹都市・パンプローナ市

パンプローナ市にある「山口」

16
世
紀
か
ら
続
く

本
市
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係

3 市報やまぐち　2018 年（平成 30 年）11 月 1 日号
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スペインとの架け橋に
国際交流員が交流事業で活躍中

　

本
市
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら

2
人
の
国
際
交
流
員
が
着
任

し
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り

地
域
や
市
内
の
各
学
校
を
訪
問

し
た
り
す
る
な
ど
、
ス
ペ
イ
ン

の
文
化
や
歴
史
を
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
︒

「
食
」
を
通
じ
て

ス
ペ
イ
ン
を
知
る

　

9
月
10
日
（
月
）、
マ
リ
ア

さ
ん
と
エ
フ
ラ
イ
ン
さ
ん
は
、

ス
ペ
イ
ン
料
理
の
創
作
に
取

り
組
ん
で
い
る
中
村
女
子
高

等
学
校
を
訪
ね
て
、
ス
ペ
イ

ン
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し

ま
し
た
。
マ
リ
ア
さ
ん
は
、

日
本
に
来
る
ま
で
料
理
は
あ

ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
大
好
き
な
日
本

で
、
母
国
ス
ペ
イ
ン
に
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

母
親
が
作
っ
て
く
れ
た
郷
土

料
理
を
思
い
出
し
な
が
ら
勉

強
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
調
理
科
の
生
徒

に
教
え
て
い
た
の
は
、
パ
エ

リ
ア
、
鶏
肉
の
チ
リ
ン
ド
ロ

ン
ソ
ー
ス
煮
、
ク
レ
マ
・
カ
タ

ラ
ー
ナ
、
ガ
ス
パ
チ
ョ
の
4

種
類
の
料
理
で
す
。
生
徒
達

は
、
ス
ペ
イ
ン
人
か
ら
教
わ

る
本
場
の
調
理
方
法
を
興
味

深
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

調
理
を
終
え
て
、
生
徒
の

1
人
は
「
パ
エ
リ
ア
は
作
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、
ど

の
料
理
も
使
う
調
味
料
が
豊

富
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
人
た
ち

は
グ
ル
メ
だ
な
と
思
い
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

２
人
の
国
際
交
流
員
は
、

こ
の
他
に
も
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
主
催
の
料
理
教
室
や
市

民
団
体
主
催
の
勉
強
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

出
向
き
、
持
ち
前
の
明
る
さ

で
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

交
流
を
通
じ
て

国
際
感
覚
を
養
う

　

9
月
6
日
（
木
）、
白
石
小

学
校
が
企
画
し
た
「
世
界
な

か
よ
し
給
食
」
に
エ
フ
ラ
イ

ン
さ
ん
が
参
加
し
、
給
食
の

時
間
に
、
児
童
と
の
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
食
」

を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
文
化
を
学
ぶ
た
め
に
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
本
市
の
姉

今年 4 月に行われたアーティスティックス
イミング・スペイン代表チームによるエキシ
ビションで通訳するマリアさん。

マリア・ルビオ
スペイン・マドリード市出身。学生時代に日本語を学び、大阪の大学などでの留学を
経て、平成 26 年から 3 年間、山口県国際交流員としても県内各地でスペインとの交
流活動に取り組む。平成 29 年 8 月に本市の国際交流員に着任。

パエリア（左手前）、鶏肉のチリンドロン
ソース煮（右手前）、クレマ・カタラーナ（左
奥）、ガスパチョ（右奥）

中村女子高等学校でスペイン料理を指導したマリアさん（右）
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パンプローナ市以外の姉妹・
友好都市をご紹介します。

（　）内は協定締結日

中国・済
さ い な ん

南市
（1985 年 9 月 20 日）
県と山東省が友好提携をしたことか
ら省都の済南市と県都の本市が友好
都市になりました。市内には 100 以
上の泉があり「泉のまち」として知
られ多くの観光客を集めています。

韓国・公
こ ん じ ゅ

州市
（1993 年 2 月 23 日）
かつて百済王国の都として栄え、多
くの文化財が残る歴史・文化のまち
です。大内氏の始祖が百済の王の子
孫であると伝えられていることから
姉妹都市になりました。

中国・鄒
す う へ い

平市
（1995 年 5 月 13 日）
旧小郡町で民間交流が行われてきた
経緯から、平成 7 年（1995 年）に
友好交流の促進を内容とする協定書
を締結しています。

韓国・昌
ちゃん

原
うぉん

市
（2009 年 11 月 16 日）
1974 年にオーストラリアのキャンベ
ラをモデルにしてつくられた韓国最
初の計画都市です。都市としての共
通性や多層多面的な交流の拡大を進
めるという思いが一致し、姉妹都市
になりました。

（写真上）白石小学校の児童に、パ
ンプローナ市について説明をして
いるエフラインさん。（写真下）夏
休みを活用したサマースクールで、
子ども達にスペインの紹介をして
いるエフラインさん。

妹
・
友
好
都
市
が
あ
る
国
（
ス

ペ
イ
ン
、
中
国
、
韓
国
※
左
欄

を
参
照
）
の
料
理
が
日
替
わ

り
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ス

ペ
イ
ン
の
献
立
が
提
供
さ
れ

た
こ
の
日
、
エ
フ
ラ
イ
ン
さ

ん
は
、
6
年
生
の
教
室
に
招

か
れ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ

ビ
エ
ル
に
始
ま
る
ス
ペ
イ
ン

と
山
口
の
関
わ
り
を
説
明
し
、

パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
で
毎
年
７

月
に
開
催
さ
れ
る
牛
追
い
祭

（
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ミ
ン
祭
）
の

様
子
や
、
会
場
に
登
場
す
る

巨
大
人
形
な
ど
を
写
真
や
ミ

ニ
チ
ュ
ア
を
使
っ
て
紹
介
し

ま
し
た
。

　

エ
フ
ラ
イ
ン
さ
ん
は
、「
ス

ペ
イ
ン
と
日
本
、
山
口
と
の

歴
史
の
話
に
始
ま
り
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
身
近
な
話
題
も

織
り
交
ぜ
な
が
ら
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
世
界
に
も
目
を
向
け
る

市
民
の
方
が
増
え
る
よ
う
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

エフライン・ビジャモール
スペイン・ビルバオ市出身。青年期をパンプローナ市で過ごしたことから山口市に興
味を持ち、スペインの専門学校を卒業後、平成 23 年に来日して山口県立大学に入学。
今年 3 月同学大学院を卒業し、4 月に本市の国際交流員に着任。

フィンランド・ロヴァニエミ市
（2016 年 11 月 8 日）
両市で大学の学術交流や山口商工
会議所等による「日本のクリスマ
スは山口から」をテーマとした活
動が行われてきた経緯から、観光
交流パートナーシップ協定を締結
しています。

本
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市

そ
の
他
の
交
流
都
市

公州市

●

●昌原市
鄒平市

済南市

●●

　

本
市
で
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
の
交
流
活
動
を

契
機
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化
や

価
値
観
に
触
れ
、
相
互
理
解

を
深
め
る
多
文
化
共
生
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

山口市

●
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山
口
市
総
合
計
画
で
は
︑
政
策
を
８
つ

の
分
野
に
区
分
し
︑
本
市
が
目
指
す
ま
ち

の
実
現
に
向
け
て
︑
ま
ち
づ
く
り
の
進
み

具
合
や
事
業
の
成
果
状
況
を
客
観
的
に
把

握
・
分
析
す
る
た
め
︑
３
７
４
の
成
果
指

標
を
設
定
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
成
果
指
標
は
︑
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
﹁
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
﹂の
結
果
な
ど
を
基
に
評
価
し
︑﹁
ま

ち
づ
く
り
達
成
状
況
報
告
書
﹂
と
し
て
毎

年
お
伝
え
し
て
い
ま
す
︒︵
図
２
参
照
︶

達成度が高かった
指標数

全 体 54.8% 205 指標
健 康 福 祉 分 野 50.7% 34 指標
教 育 文 化 分 野 55.6% 40 指標
生 活 安 全 分 野 71.2% 37 指標
環 境 分 野 57.1% 20 指標
都 市 整 備 分 野 59.3% 16 指標
経 済 産 業 分 野 41.9% 26 指標
自 治 振 興 分 野 47.6% 10 指標
行 政 経 営 分 野 57.9% 22 指標
達成度が 70％以上の指標の割合と指標数

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
状
況

■ 認可保育施設の定員拡大 287人
■ 放課後児童クラブの定員拡大 246人
保育ニーズの高まりなどによって発生した待機児童の解消に向
けて、保育施設の整備支援や放課後児童クラブの整備を行い、
定員拡大を図りました。
■ 健康長寿のまちの取り組み
市域を越えても１乗車 100 円で利用できるよう福祉優待バス
の制度を拡充したほか、認知症地域支援推進員の配置や地域医
療に携わる看護師養成への支援などに取り組みました。

その他の取り組み
産婦健康診査費用の助成 / ひとり親家庭の子どもへの生活支援・
学習支援 / 節目となる年齢での無料検診の実施 等

０１　健康福祉分野

平成 29 年度
　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
間
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
る
「
山
口
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
︒こ
う
し
た
中
、

平
成
29
年
度
は
、
山
口
市
総
合
計
画
に
掲

げ
る
施
策
の
総
仕
上
げ
に
取
り
組
み
ま
し

た
︒
こ
こ
で
は
平
成
29
年
度
の
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
、
次
な
る
10
年
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
「
第
二
次
山
口
市

総
合
計
画
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
始
め
て

い
ま
す
︒（
図
１
参
照
）

成
果
指
標
を
設
定
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
評
価

24 年度
後期

まちづくり計画

20 年度

29 年度

25 年度

30 年度
前期基本計画

39 年度

山口市
総合計画

10年

10年

平成

34 年度
35 年度

図2　成果指標の達成状況

第二次
山口市
総合計画

図１　本市の総合計画の位置づけ

昨年度の主な取り組み

前期
まちづくり計画

後期基本計画

放課後児童クラブはちのこ学級（小郡小学校区）

●「まちづくり達成状況報告書」、「山口市総合計画」、「第二次山口市総合計画」は、ウェブサイトで
確認できるほか、各総合支所の市政情報コーナーでもご覧いただけます。

企
画
経
営
課
☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
４
７

問
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■ 図書館の蔵書 70 万冊を達成
「日本一 本を読むまち」を目指し、計画的な蔵書の充実を進め、
目標としていた 70 万冊を達成しました。
その他の取り組み
川西中学校のプールの改修工事 / 水泳スペイン代表チームの受
け入れ / 中原中也生誕１１０年の記念事業の実施 等

■ 小中学校の教育環境の充実
ＩＣＴ教育環境の充実のため、小学校へ児童用タブレット端末や電
子黒板等の配備を進めたほか、大歳小学校の増築工事や、いじめや
不登校への対応のための新たな専門相談員の配置などを行いました。

その他の取り組み
橋りょうの維持補修 / 吉敷地域における雨水幹線の整備 / 山口市
空家等対策計画の策定 / 新山口駅南口西側の駐輪場の整備 等

■ 集中豪雨への対応
雨水貯留施設の設置等の浸水対策、防災行政無線の整備、秋穂・宮
野地域の危険なため池の改修を行ったほか、消防用高所監視装置の
運用を開始しました。

■ 新山口駅北口駅前広場の全面供用開始
平成 30 年 3 月に新山口駅北口駅前広場の供用を開始しました。
にぎわい創出に向け、広場、観光交流センター、カフェ、サテ
ライトスタジオ等の機能を配置しました。
■ 亀山公園山頂広場の整備
山口都市核を一望できる亀山公園山頂広場を再整備しました。

（本年９月に整備を終え、リニューアルオープンしました。）
その他の取り組み
新山口駅北地区拠点施設の基本設計の完了 / コミュニティバスの
実証運行 / コミュニティタクシーの運行に対する支援 等

０2　教育文化分野

０５　都市整備分野

■ 消防・救急体制の強化
救急要請に医師が同乗して出場するドクターカーの運用、南部地域
への救助資機材搬送車の新規配備等を行ったほか、化学消防ポンプ
車や水槽付ポンプ車の更新を行いました。

■ 地球温暖化対策の推進
温室効果ガスの削減目標達成のための国民運動「COOL CHOICE」
に賛同し、持続的な発展を可能とする低炭素社会の実現に取り組
むことを宣言しました。
その他の取り組み
大浦一般廃棄物最終処分場の本格稼働 / 合併処理浄化槽設置
に対する助成 / ペットの適正飼養の推進 等

０４　環境分野

電子黒板を使った授業

市長によるクールチョイス宣言

新山口駅北口駅前広場

吉敷上東雨水貯留施設

０3　生活安全分野



8市報やまぐち　2018 年（平成 30年）11 月 1日号

■ 移住定住の促進
新たに秋穂二島地域で空き家バンク制度が立ち上がったほか、
空き家活用のアイディアコンペティションをはじめて実施し
ました。また、地域おこしの協力隊の受け入れなど、外部人
材の誘致も行いました。
（参考）阿東、徳地地域における生活バスの運行や阿東地域の
簡易水道整備など、過疎地域の日常生活の支援を行いました。

その他の取り組み
移動市長室（やまぐち車座トーク２１）の開催
/ 集落支援員の配置（徳地）/ 地域づくり交
付金、自治振興交付金の交付 等

■ 雇用の創出
企業誘致により 467 人の雇用を創出したことをはじめ、新規
就農者、新規漁業就業者への経済的支援や UJI ターンによる
創業者への初期費用の支援など、さまざまな分野で雇用の創
出を図りました。
■ 交流人口の創出
デスティネーションキャンペーンや、明治維新 150 年に向け
たイベントや情報発信等を行ったほか、東アジア・東南アジア
を重点市場と位置づけ、訪日外国人旅行者へのプロモーション
活動等を実施しました。（平成 29 年度の交流人口 483 万人）

その他の取り組み
中小企業の事業承継支援 / 市内消費喚起の
ための住宅リフォーム工事費用の助成 / 道
の駅の機能向上 等

０６　経済産業分野

０７　自治振興分野

０８　行政経営分野
■ 第二次山口市総合計画を策定
平成 30 年度から平成 39 年度までの「次なる 10 年」のまち
づくりを推進するための指針となる「第二次山口市総合計画」
を策定しました。この計画の策定には、いっしょに創る未来
懇話会や本市の未来を描く絵画コンクールなどを通じて、多
くの市民の皆さんにご参画いただきました。

■ 地域拠点の整備
徳地・阿知須地域における総合支所と地域交流センターの一
体的整備や、小郡・佐山・二島・鋳銭司地域交流センターの
建て替え整備に向けた取り組みを進めました。

■ 山口市新本庁舎整備基本方針を策定
市の新たな本庁舎の方向性をまとめた山口市新本庁舎整備基
本方針を策定し、現本庁舎および中央駐車場の所在地におい
て建て替え整備を進めることとしました。

■ 山口県央連携都市圏域「山口ゆめ回廊」の取り組み
平成 29 年３月に本市、宇部市、萩市、防府市、美祢市、山陽
小野田市、津和野町の７市町で山口県央連携都市圏域を形成し、
連携して交流や雇用の創出を図る取り組みを開始しました。平
成29年度は、圏域中の事業者を対象とした販路開拓セミナーや、

「食」の商談会、東京での移住イベントなどを実施しました。ま
た、平成 30 年３月には、圏域の愛称を「山口ゆめ回廊」に決
定しました。

テルモ山口 ( 株 ) と本市の協定調印式

空き家活用モデル事業補助金を活用した空き家

大好きなまち山口絵画コンクールの表彰式

山口ゆめ回廊の 7 市町
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財政状況を公表します
山口市の平成30 年度上半期

■ 一般会計の収支状況（9 月末現在）
今年度（9月末現在）の予算は、911 億 9,876 万円（市民1人当たり約47万円）

■ 特別会計の収支状況（9 月末現在）
「特別会計」とは、国民健康保険や介護保険など、特定の目的をもって事業を行う場
合に一般会計と区分して経理する会計のことです。

■ 市有財産現在高

※予算現額には、平成29年度からの繰越額35億5,588万円を含んでいます。

区　分 9 月末現在高
土 地 851万1,254.52㎡
建 物 68万7,498.71㎡
山 林 2万2,932.05ha
立 木 507 万 7,888㎥
有価証券 1億2,197万円
出 資
による権利

10億141万5,498円
3,104.09㎡

債 権 12億9,386万3,082円

基金
（現金）321億9,466万4,854円
（土地）11万4,608.97㎡

区　　分 9 月末現在高 1人当たりの現在高
一 般 会 計 984億2,862万円 51万1,889 円
特 別 会 計 22億5,334万円 1万1,719 円
合 計 1,006億8,196万円 52万3,608 円
利 息 41億8,820万円 2万1,781 円
一時借入金 0円 0円

※利息は、利率見直し等により変動します。
※ 9 月末現在の人口　19 万 2,285 人

会　　計 予算現額 収入済率 執行済率
国民健康保険 208億4,447万円 41.5％ 41.0％
後期高齢者医療 31億2,418万円   30.8％ 31.3％
介 護 保 険 180億6,907万円 40.5％ 39.0％
介護サービス         4,432万円 41.7％ 80.2％
駐 車 場 5,843万円 57.1％ 19.8％
鋳銭司第二団地整備 1,370万円 0.0％ 1.0％

会　　計 予算現額 収入済率 執行済率
簡 易 水 道 14億9,678万円 2.9％ 29.5％
地 域 下 水 道 654万円 34.7％ 63.6％
国 民 宿 舎 7,950万円 0.0％ 89.8％
特 別 林 野 955万円 29.8％ 9.4％

合　　計 437億4,654万円 38.9% 39.2%

■ 市債の状況

※使用料・手数料等は、使用料および手数料、分担金および負担金、
　財産収入、寄附金、繰入金、繰越金の合計です。
※その他の交付金等は、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
　株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税
　交付金、自動車取得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成
　交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計です。

※その他は、災害復旧費、議会費、労働費、予備費の合計です。

 9 月 30 日までに入ってきた金額と使われた金
額など、平成 30 年度上半期の市の財政状況を
お知らせします。  

79億698万円（20.9％）

（19.2％）

（35.0％）

（0％）

（54.3％）

63億5,451万円

117億4,232万円

173億9,630万円

147億8,800万円

264億649万円 298億452万円

9億7,010万円

32億9,272万円

35億6,086万円

70億9,503万円

63億3,150万円

民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

教 育 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

（32.7％）

（15.0％）

（13.4％）

（10.6％）

（6.9％）

（7.8％）

（3.9％）

（3.6％）

100億 200億

予算現額（執行済率）
項 目

歳出

（51.9％）

（49.3％） 96億3,933万円

136億9,098万円

（1.1％）

（52.8％）

（16.4％）

47億4,100万円

18億6,316万円

100億 200億

予算現額（収入済率）
項 目

歳入

市 税

地 方 交 付 税

市 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

使用料・手数料等

その他の交付金等

諸 収 入

（28.9％）

（16.2％）

（19.1％）

（12.9％）

（7.0％）

（8.7％）

（5.2％）

（2.0％）

（69.1％）

（41.6％）

（45.2％）

122億4,552万円（56.0％）

（52.6％）

（50.9％）

（77.0％）

（38.2％）

（5.0％）
45億6,820万円

（51.5％）

（予算に占める割合）（予算に占める割合）
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9億7,010万円
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35億6,086万円

70億9,503万円
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民 生 費

土 木 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

教 育 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

（32.7％）

（15.0％）

（13.4％）

（10.6％）

（6.9％）

（7.8％）

（3.9％）

（3.6％）

100億 200億

予算現額（執行済率）
項 目

歳出

（51.9％）

（49.3％） 96億3,933万円

136億9,098万円

（1.1％）

（52.8％）

（16.4％）

47億4,100万円

18億6,316万円

100億 200億

予算現額（収入済率）
項 目

歳入

市 税

地 方 交 付 税

市 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

使用料・手数料等

その他の交付金等

諸 収 入

（28.9％）

（16.2％）

（19.1％）

（12.9％）

（7.0％）

（8.7％）

（5.2％）

（2.0％）

（69.1％）

（41.6％）

（45.2％）

122億4,552万円（56.0％）
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（50.9％）
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（38.2％）

（5.0％）
45億6,820万円

（51.5％）

（予算に占める割合）（予算に占める割合）

 ・収入済率
　今年度の予算額に
　対し、どの程度お
　金が入ってきたか
　を示します。
　（収入済額／予算額）

歳入予算額     　　
911億9,876 万円

収入済額     　　　  
   343 億6,559 万円　

             （収入済率 37.7％）　　       

 ・予算額
　1年間に必要なお金
 ・執行済率
　今年度の予算額に
　対し、どの程度執行
　したかを示します。 
　（契約済額／予算額）

歳出予算額     　　
911億9,876 万円

契約済額     　　　  
442億4,024 万円

             （執行済率 48.5％）　　       

問 財政課 ☎ 083-934-2750

平成 30 年度一般会計の予算は、当初予算に平成 29 年度からの繰
越額 35 億 5,588 万円を含め、907 億 588 万円でしたが、その後、
4 億 9,288 万円の追加補正を行い、9 月末現在で 911 億 9,876 万
円となりました。追加補正の主な内容は、集落営農促進事業等にか
かる対応として 7,478 万円、7 月豪雨災害への救援等にかかる対応
として 2,500 万円、災害復旧にかかる対応として 4,928 万円、危
険ブロック塀の撤去等にかかる対応として 3 億 4,382 万円です。
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29
日
（
土
）
に
開
館
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
︒

　

本
施
設
は
、
故
萬
代
一
平
様
か
ら
、

史
跡
十
朋
亭
や
杉
私
塾
、
主
屋
な
ど
の

土
地
、
建
物
お
よ
び
萬
代
家
に
代
々
伝

わ
る
歴
史
資
料
の
寄
贈
を
受
け
、
本
市

の
幕
末
・
明
治
維
新
を
学
べ
る
場
と
し

て
、
ま
た
、
大
内
文
化
特
定
地
域
の
新

た
な
回
遊
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
し
た

も
の
で
す
︒

　

本
館
展
示
室
で
は
、
萬
代
家
伝
来
の

貴
重
な
歴
史
資
料
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
た
映
像
等
に
よ

り
、
幕
末
に
明
治
維
新
の
策
源
地
と
し

て
山
口
が
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
す
る

な
ど
、
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
本
市

と
幕
末
・
明
治
維
新
の
つ
な
が
り
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

式
典
で
市
長
は
、「
故
萬
代
一
平
様
の

ふ
る
さ
と
山
口
へ
の
想
い
を
次
の
世
代
へ

と
確
実
に
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
御

寄
贈
い
た
だ
い
た
貴
重
な
歴
史
資
源
と

本
市
の
歴
史
や

文
化
と
を
一
体

的
に
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
、

地
域
や
関
係
団

体
の
皆
様
と
と

も
に
、
積
極
的

に
進
め
て
ま
い

り
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
︒

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
︲
９
３
４
︲

４
１
５
５

　

第
35
回
全
国
都
市
緑
化
や
ま
ぐ
ち
フ
ェ
ア

「
山
口
ゆ
め
花
博
」
が
9
月
14
日（
金
）
に
開

幕
し
、
会
場
の
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
︒

　

山
口
ゆ
め
花
博

は
、
都
市
緑
化
へ

の
意
識
啓
発
や
知

識
の
普
及
を
目
的

に
、
県
と
本
市
、

都
市
緑
化
機
構
が

行
う
花
と
緑
の
祭

典
で
す
︒「
明
治

１
５
０
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
核
イ
ベ
ン
ト
と
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
10
月
中
旬
に
目
標
の
50
万
人

を
達
成
し
ま
し
た
︒
10
月
７
日（
日
）に
は
、

山
口
市
の
日
と
し
て
、
市
内
で
活
動
を
さ
れ

る
団
体
等
が
ス
テ
ー
ジ
で
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
︒
山
口
ゆ
め
花

博
は
、
11
月
4
日
ま
で
開
催
し
ま
す
︒

都
市
整
備
課
☎
０
８
３
︲
９
３
４
︲

２
９
２
４

　

平
成
28
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
亀
山
公

園
山
頂
広
場
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
が
完
了
し
、

9
月
22
日
（
土
）

に
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た
︒

　

明
治
維
新

１
５
０
年
を
機

に
、
亀
山
公
園

山
頂
広
場
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
よ
う
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
通
じ
て
、
地
元
白
石
地
域
や
関
係

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
取

り
入
れ
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
︒
整
備
後
の
広
場
は
、
周
辺
に
生
い

茂
っ
て
い
た
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、
大
内
文

化
薫
る
ま
ち
な
か
が
一
望
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒
記
念
式
典
で
市
長
は
、「
山

口
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
新
た

な
憩
い
の
場
と
し
て
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し

い
︒
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
︒ 

都
市
整
備
課
☎
０
８
３
︲
９
３
４
︲

２
８
３
２

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS
山
口
ゆ
め
花
博
開
催

目
標
を
上
回
る
来
場
者
数

大
内
文
化
薫
る
市
内
が
一
望

亀
山
公
園
山
頂
広
場
を
再
整
備

問   

歴
史
を
学
べ
る
新
た
な
施
設

十
朋
亭
維
新
館
が
開
館

問   

問   

表
紙
の
写
真

ス
ペ
イ
ン
っ
て
ど
ん
な
国
？

　
今
月
の
表
紙
は
、
本
市
の
国
際
交

流
員
の
エ
フ
ラ
イ
ン
さ
ん
が
、
良
城

小
学
校
の
4
年
生
と
折
り
鶴
を
折
っ

て
い
た
と
き
の
一
コ
マ
で
す
。

　

こ
れ
は
、ス
ペ
イ
ン
や
パ
ン
プ
ロ
ー

ナ
市
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
国
際
交
流
課
と
良
城
小
学
校
が
連

携
し
て
実
施
し
た
特
別
授
業
で
、
11

月
22
日
に
開
催
さ
れ
る
﹁
第
20
回
日

本
・
ス
ペ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

で
、
山
口
に
来
ら
れ
る
ス
ペ
イ
ン
の

方
々
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
、
折
り
鶴

を
児
童
た
ち
が
折
っ
て
い
た
と
き
の

様
子
で
す
。

　

児
童
は
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち

を
伝
え
る
た
め
に
、
エ
フ
ラ
イ
ン
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ス
ペ
イ
ン
語

の﹁
お
い
で
ま
せ
﹂や﹁
あ
り
が
と
う
﹂

の
言
葉
を
、
完
成
し
た
折
り
鶴
に
書

き
つ
づ
っ
て
い
ま
し
た
。

問 広報広聴課☎ 083-934-2753

　

本
市
の
幕
末
・
明
治
維
新
期
を
紹
介

す
る
施
設
「
十
朋
亭
維
新
館
」
が
9
月

足湯「湯田温泉別湯」

山頂広場からの眺め

十朋亭維新館の外観



11 市報やまぐち　2018 年（平成 30年）11 月 1日号

山
尾
庸よ

う
ぞ
う三  

そ
の
2

広報広聴課 ☎ 083-934-2753問

帰
り
道
に
は
よ
く
そ
ば
屋
で
一
杯
や
っ
て

帰
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
桂
は
、
庸
三
の
ロ
シ
ア
行
き

や
イ
ギ
リ
ス
へ
の
密
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
彼
の
活
躍
の
き
っ
か
け
は
、
桂
が

作
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
二

人
の
交
流
は
20
年
以
上
続
き
、
明
治
に

入
っ
て
、
二
人
は
よ
く
練
兵
館
時
代
の
思

い
出
を
語
り
合
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

西
南
戦
争
の
頃
、
京
都
で
倒
れ
た
桂

は
、
死
期
を
感
じ
て
庸
三
を
東
京
か
ら

呼
び
寄
せ
、
後
の
こ
と
を
託
し
ま
す
。

大
恩
人
の
最
期
を
看
取
る
こ
と
が
で
き

た
庸
三
は
、
幸
せ
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

※
西
南
戦
争
︙
九
州
で
起
こ
っ
た
、
維
新
三
傑
の

ひ
と
り
西
郷
隆
盛
を
中
心
と
し
た
士
族
の
反
乱
。

　

幼
い
頃
か
ら
勉
強
熱
心
だ
っ
た
山
尾
庸

三
は
、
20
歳
の
と
き
に
江
戸
に
上
京
し
、

幕
末
江
戸
三
大
道
場
の
ひ
と
つ
練
兵
館
に

入
塾
し
ま
す
。
練
兵
館
は
、
剣
術
だ
け
で

は
な
く
、
学
問
も
重
ん
じ
た
道
場
で
し
た

が
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
維
新
三
傑
の

ひ
と
り
桂
小
五
郎
︵
後
の
木
戸
孝
允
︶
で

し
た
。
４
歳
年
下
で
同
郷
の
庸
三
を
、
桂

は
弟
の
よ
う
に
か
わ
い
が
り
、
昼
は
剣
術
、

夜
は
読
書
と
面
倒
を
見
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
練
兵
館
に
は
お
風
呂
が
な
か
っ
た
た

め
、
い
つ
も
銭
湯
へ
二
人
で
一
緒
に
通
い
、 最終回

イラスト：taeco

何故彼らは危険を顧みず海外へ
渡ったのか、関連資料を一堂に集
めて紹介します。
日時　11 月 25 日（日）まで９

時～ 17 時（入館は 16 時 30
分まで）

場所　萩博物館
問 萩博物館☎ 0838-25-6447

市指定の無形文化財として保存継
承され、掛け声と六方を踏んで歩
く踊りの所作が独特の「古式行事

（大名行列）」が披露されます。
日時　11 月 11 日（日）11 時
場所　厚狭駅前商店街周辺
問 山陽商工会議所
☎ 0836-73-2525

1day 屋台、マルシェ、ファーマー
ズマーケットなど 100 店舗以上
が出店します。
日時　11 月 25 日（日）10 時～

16 時
場所　ときわ公園
問 宇部市観光・グローバル推進課
☎ 0836-34-8353

初版本や安野光雅氏による「繪本 
即興詩人」の絵画、神代種亮によ
る校正本とともに、鷗外が表現し
た「即興詩人」の世界をたどります。
日時　1 月 6 日（日）まで９時～

17 時
場所　森鷗外記念館
問 森鷗外記念館☎ 0856-72-3210

EAT UBE ！ 2018
～宇部を食べつくせ！～

美祢市美東町出身で美祢市ふるさ
と交流大使でもある「歌う看護師」
入山アキ子さんのチャリティーコ
ンサートが開催されます。
日時　11 月 23 日（金・祝）14 時
場所　美祢市民会館大ホール

入山アキ子後援会事務局
☎ 04-2956-0448

山口県央連携都市圏域では、各地で多彩
なイベントが開催されます。少し足を延
ばしてみませんか。ウェブサ
イトでは、さらに多くの圏域情
報を毎月発信しています。

長州ファイブ
ー幕末・海外留学生の軌跡ー

入山アキ子
ふるさとチャリティーコンサート 森鷗外『即興詩人』の世界

厚狭秋まつり

入山アキ子
ふるさとチャリティーコンサート美祢 長州ファイブ

ー幕末・海外留学生の軌跡ー
萩 津和野

山陽
小野田

EAT UBE ！ 2018
～宇部を食べつくせ！～宇部

数千人の裸坊とよばれる白装束
の男達が二体の御輿と巨大な
御
お あ じ ろ ご し

綱代輿を奉戴し、「兄弟わっし
ょい」の掛声も勇ましく、長蛇
の列を成す姿は壮観です。
日時　11 月 24 日（土）18 時
場所　防府天満宮
問 防府天満宮☎ 0835-23-7700

御神幸祭（裸坊祭）御神幸祭（裸坊祭）防府

問

11 市報やまぐち　2018 年（平成 30 年）11 月 1 日号
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本市では、本が新たな人の流れを創出し、まちを活性化する、新しい図書館
づくりを進めます。中央図書館をにぎわいや交流の拠点としてリニューアル
するとともに、まちなかで気軽に本に出会える環境づくりを行います。図書館
とまちの様々な資源がコラボレーションし、本を起点に、新たな学びや活動の
場を創出する、これからの取り組みについてご紹介します。　　　　　　　        
　    　　　　　　　　　　　　　　　　　  　中央図書館 ☎ 083-901-1040

　

﹁
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
﹂
と
は
、
ま
ち

な
か
で
気
軽
に
本
が
手
に
取
れ
る
よ
う

◆
く
つ
ろ
げ
る
、
や
さ
し
い
環
境

　

観
葉
植
物
を
置
い
た
り
、
本
棚
や
机
の

高
さ
、
配
置
を
工
夫
し
て
視
界
を
広
く
す

る
こ
と
で
、
よ
り
開
放
的
か
つ
、
く
つ
ろ

げ
る
空
間
を
確
保
し
ま
す
︒

◆
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新

　

飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
本
が
読
め
る
空

間
を
設
け
る
な
ど
、
よ
り
快
適
に
、
自
由

に
過
ご
せ
る
図
書
館
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
︒
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

図
書
館
の
広
い
空
間
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
し
ま
す
︒

◆
作
品
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
が
で
き
る

　

絵
画
等
の
作
品
を
展
示
で
き
る
設
備
を

整
え
ま
す
︒
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
で
き
る
空
間
を
整
備
し
ま
す
︒

◆
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
講
座
等
が
行
え
る
よ
う
、

共
同
利
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
︒
す
ぐ

に
必
要
な
調
べ
物
が
で
き
る
環
境
、
遮
音
効

果
を
生
か
し
、
参
加
者
が
交
流
し
な
が
ら
、

互
い
に
学
び
あ
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
ま
す
︒

未来の図書館をつくる

イメージ図

11月17日（土）
10時～ 16時

▼申込　不要
▼会場　中央図書館、
　　　　山口情報芸術センター

中央図書館

岩政大樹氏
山口県出身、元サッカー日
本代表、東京ユナイテッド
ＦＣ所属

ま
つ
り

１エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
共
同
利
用
部
分
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

読
書
だ
け
の
場
所
じ
ゃ
な
い

２い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
本
の
あ
る
ま
ち

ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館

問   

●
記
念
講
演
会

「
勝
ち
た
か
っ
た
か
ら
知
り
た
か
っ
た
」

▼
時
間　

14
時
～
15
時
30
分
（
開
場
13
時

30
分
）

▼
場
所　

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
ス
タ

ジ
オ
Ａ

▼
定
員　

４
０
０
人
（
当
日
先
着
順
）

▼
講
師　

岩
政
大
樹
氏

▼
サ
イ
ン
会　

会
場
で
著
書
を
購
入
の
先

着
60
人
に
講
演
会
終
了
後
サ
イ
ン
会
あ
り

(

１
人
１
冊
）

第 15 回
●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

▼
時
間　

10
時
～
14
時

▼
場
所　

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ

イ
エ
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HANAKAGE CAFE Bouquet の
　　　　　　　佐伯さんにお話を聞きました

HANAKAGE（花陰） 
CAFE Bouquet 
佐伯昌子さん

●
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
、
山
口
県
立
大
学
の
学

生
に
よ
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
、
と
し
ょ
か

ん
マ
ル
シ
ェ
、
こ
ど
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

対
面
読
書
体
験
、
点
字
で
名
刺
づ
く
り
、

「
劇
場
版
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」
上

映
会
、
ぶ
っ
く
ん
に
の
っ
て
み
よ
う

　毎月置いていただく本は、このカフェにぴったり
な本ばかりなので、お客さんだけではなく、スタッ
フもよく手にとって勉強しています。今後は、本を
目当てにカフェを訪れる人が増えたらいいなと思いま
す。もっと本のコーナーに足を運びやすいよう、設置
場所の移動も考えています。
　また、中央図書館がリニューアルオープンしたら、
今度は私たちが図書館へ行き、交流スペースでコサー
ジュづくりなどの教室を開きたいと考えています。こ
うした取り組みが市内で広がり、もっと人が集まる図
書館になるといいですね。

▼ HANAKAGE CAFE Bouquet のまちじゅう図書館のコーナー

▼共同利用スペース リニューアル後のイメージ図▼エントランスエリア リニューアル後のイメージ図

●
図
書
館
薩
長
同
盟　

や
ま
ぐ
ち
歴
史
講
座
２
０
１
８
講
演
会

「
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
と

　
　
　
　
　
　
　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

◆ HANAKAGE CAFE Bouquet （下小鯖）
フラワーアレンジメント等の教室を開催していて、
お花が好きな女性が多く来店する。
◆猫カフェ＆ギャラリー GATO（宮野上）
◆豆子郎 大内館店（下竪小路）
◆ COFFEE AND PLANTS（吉田）
◆ COFFEE BOY 山口店（道場門前 2 丁目）
◆ gelate ＆ coffee Pelo（湯田温泉１丁目）

2019 年 3 月末まで
試行中の市内のカフェ

に
、
市
内
の
カ
フ
ェ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
病
院
、
金
融
機
関
、
道
の
駅
な

ど
、
人
が
集
ま
る
場
所
に
、
図
書
館
の
本

を
配
置
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

現
在
試
行
中
で
、
市
内
に
あ
る
カ
フ
ェ

６
カ
所
を
対
象
に
、
50
～
60
冊
の
本
を
毎

月
届
け
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
に
来
ら
れ
る

お
客
さ
ん
の
年
齢
層
や
カ
フ
ェ
の
特
徴
に

合
わ
せ
て
、
本
を
選
ん
で
い
ま
す
。

まちじゅう
図書館

ハナカゲ　      　カフェ 　      ブーケ　

リニューアルに伴う休館のお知らせ

　中央図書館は、エントランスと共同
利用スペースの改修工事のため、平成
31 年 2 月 1 日（金）から 3 月中旬ま
で休館する予定です。オープニングセ
レモニーなど、詳しいことが決まり次
第、お知らせいたします。
　また、休館中も臨時窓口で、予約し
た本の貸し出し、返却は可能です。他
の市立図書館は通常通り開館していま
すので、ぜひご利用ください。
　 　　中央図書館 ☎ 083-901-1040問   

▼
時
間　

10
時
30
分
～
12
時
30
分
（
開
場

10
時
）

▼
場
所　

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
ス
タ

ジ
オ
Ａ

▼
定
員　

４
０
０
人
（
当
日
先
着
順
）

▼
講
師　

森
孝
晴
氏
（
鹿
児
島
国
際
大
学
教

授
）
と
松
前
了
嗣
氏
（
郷
土
史
家
）
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11/11（日）

11/18（日）

11/1（木）～ 3（土・祝）

11/3（土・祝）

開催中のイベント

山
口
市
長

  

大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
す
、

明
治
維
新
１
５
０
年
の
中
核
イ
ベ
ン
ト

「
山
口
ゆ
め
花
博
」
も
、
残
す
と
こ
ろ
あ

と
数
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

花
博
に
続
き
、
本
市
で
は
、
姉
妹
友
好

都
市
パ
ン
プ
ロ
ー
ナ
市
の
あ
る
ス
ペ
イ
ン

と
日
本
と
の
国
交
樹
立
１
５
０
年
を
記
念

し
、
ス
ペ
イ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
も
あ

る
山
口
県
、
宇
部

市
と
の
３
者
共
催

で「
第
20
回
日
本・

ス
ペ
イ
ン
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、

今
月
22
日
に
開
催

し
ま
す
。

  

こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
両
国

の
相
互
理
解
や
協
力
関
係
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
両
国
の
各
界
有
識
者
が
、
時

代
に
添
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

さ
ら
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
フ
ィ
エ
ス
タ
な

ど
の
民
間
と
連
携
し
た
関
連
事
業
も
開
催

す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
山
口
県
全
体

の
魅
力
を
ス
ペ
イ
ン
そ
し
て
世
界
中
へ
と

発
信
し
、
新
た
な
経
済
、
文
化
の
交
流
や

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
本
市

と
歴
史
的
つ
な
が
り
の
深
い
ス
ペ
イ
ン

の
文
化
な
ど
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
関
連
事
業
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

イベントカレンダー
あいお花火まつり

県央商工会青年部秋穂支部
☎ 083-984-2738

大海漁港
問
所

11/3（土・祝）、4（日）

11/10（土）、11（日）

11
月

山口市民文化祭

山口文化協会
☎ 083-934-2717

市民会館
問
所

11/4（日）

11/4（日）まで
山口ゆめ花博

山口ゆめ花博推進室
☎ 083-934-2924

山口きらら博記念公園
問
所

12/2（日）まで
紅葉日和

問所 　重源の郷
☎ 0835-52-1250

山口天神祭
問所 　古熊神社
☎ 083-922-0881

11/23（金・祝）

も
う
ひ
と
つ
の
１
５
０
年
記
念

阿知須文化祭
問所 　阿知須地域交流センター
☎ 0836-65-2022

長門峡もみじ祭

実行委員会
☎ 083-955-0011

道の駅長門峡
問
所

ＨＯＬＡ！やまぐちスペイン
フィエスタ

商店街連合会
☎ 083-902-0892

中心商店街
問
所

徳地フェスティバル

実行委員会
☎ 0835-52-0217

徳地山村開発センター周辺
問
所

仁保大農業まつり

実行委員会
☎ 083-929-0105

道の駅「仁保の郷」
問
所

あいお祭り

たのＳＥＡ秋穂づくり協議会
☎ 083-984-5333

秋穂地域交流センター
問
所

農山漁村の女性たちが中心に
なって開催する朝市・イベント
などを国道 315・376 号沿線
で結んだ広域フェスタです。特
産力鍋や、やまのいもを使った
お好み焼きなど、地域ならでは
の味覚を楽しめます。

ルーラル 315・376 フェスタ

農林政策課
☎ 083-934-2816

嘉年基幹集落センター広場
（10 日のみ）、道の駅「仁保
の郷」、山里農山加工販売所、
徳地文化ホール駐車場、ロ
ハス島地温泉

問

所

あじすふれあいまつり

実行委員会
☎ 0836-65-4127

ＪＲ阿知須駅通り周辺等
問
所

森フェス ～ポン太の一日一善～

実行委員会
☎ 0835-52-1122

国立山口徳地青少年自然の家
問
所

浜村杯秋穂ロードレース大会

実行委員会
☎ 083-984-2132

秋穂中学校
問
所

あしたへトライ

春日山フェリア ～新しい価値
を生み続けるまちづくり～

山口青年会議所
☎ 090-5704-1983

山口県春日山庁舎駐車場お
よび周辺

問

所

作品販売やワークショップ等
を行い、クリエイターの活動
をＰＲするイベントです。




